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第3章 その他の初期の語り手たち   
第1節 マンネル家Mannel   
マ／ネル家の人でほ，娘フリーデリケ Friederike（1783年7月13日生れ，  






身。   
父ヨーノ、ンは，1788乳 ランツプルクLandsburg近郊のアレンドルフAト  
1endorfの牧師に任命された。彼はその地の牧師館で，私塾を開いていた。ク  
レメ／ス・プレ／クーノ ClemensBrentan0魯ま，聖歌隊指揮者ライヒアルト  
Reichardtを通して，この牧師一家と知合いになったようである。   
娘フリーデリケは，プレンターノが計画していた『少年の魔法の角笛』第二  
巻のために，民謡を送っているが，その日付は，1807年10月22日となってい  
る。   



































































出席し，籠の看で，陰謀を暴露する。王女と結婚したヨハネスは，狩りに出   
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て，老女に石に変身させられる。兄の留守に王女の前に現れたカールは兄と見  
まちがえられて事態を知り，老女に迫って兄を石から解放させる。帰宅した兄  
弟を，王女は正しく見分けて，ヨノ、ネスの首に抱きつく。   
この話は，1805年にマンネルがグリム兄弟に提供Lたものである。筆跡自体  
はマンネルのものでなく，由来不明。1812年版でほ74番として採用されている  
























1810：49番「家具師とろくろ師の話」“Von dem Schreiner und dem  
Drechsler”   
家具師とろくろ師が，傑作を作れと言われる。家具師は，泳ぐ魚を作り，ろ  

















第一節のまとめ   
以上の「∵／ネルの話を，保持された度合いによって分類してみる。分類の規  
準は，第一章のまとめにおいて掲げたとおりだが，ここに再寂しておく。   
A なんら手を加えられず，最初の聞き書きのまま1857年版まで保持された  
もの。   
B 手は加えられたが，1857年版まで保持されたもの。   
C 手を加えられたが，1819年（第2）版では姿を消したもの（1812年版ま  
でしか採録されなかったもの）。   
D1812年（初）版に採録されなかったもの。   
E 本文にも注釈にも記録されていないが，1812年版の本人使用本に提供者  
の名がメ・モとして記されているもの。   
以上のうち，C，Dのはあいには，注釈書に入れられたものもある。   
さらに主人公が誰であるかという観点と，話の結末に注目してまとめると，  
次の如くである。   
26番「ひろい子」B，ふたりの女の子，厄難克服して幸せな生活   
46番「口のきけない娘」1），注濫入る。娘，王子，結婚成就。   
46番後「別話」E，娘，若者，中断。   
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48番「水跳びヨハネスと水跳びカスバー」C，若者，御者，結婚成就。   
48番前「イギリス王の話」D，娘，姉たち，結婚成就。   
49番「家具師とろくろ師の話」C，若者，王女，結婚成就。   
6篇中，Bほ1篇にすぎず，DとEが3篇もあるのが注目される。マンネル  
は，上述の如く，グリム兄弟にとって早い時期からの協力者であったが，その  










第二節 ラミュ（Ramus）家の人々   
ラミュ家の姉妹ジュリアJulia（1792～1862）とシャーロット Charlotte  
（1793～1858）は，「12人の兄弟と妹」Zw61fBr血derunddasSchwesterchen  













1810：10番「12人の兄弟と妹」Zwe）1fBrilderunddasSchwesterchen   























話で，また，注目に価します。」（2）   
その原稿ほ，エーレンベルク修道院のプレソクーノの遺品の中には発見され  
なかった。しかし，それは，1810年にプレンクー／に送られた手紙の中の次の  
二篇であったと推定される。   




ロテーア・フィーマンの話と思われる。   
主人公ほ娘，相手はまま母。王子との結婚成就。   
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51番「金の鳥の話」“VomgoldenenVogel”   
この話は1飢2年版では，57番として採用された。そして「金の鳥」Dergol・  
dene Vogelとして1857年まで保持されている。「それで髪の毛がヒューヒュ  
ーと鳴りました」という成句と，絞首刑者を買ってほいけないというキティー  
フがあるが，それほ，クリスティアン・ヴィルヘルム・ギュニ／クー Christian  
WilhelmG也ntherの『ェアフルトの子供向きメルヒェン』ErfurterKinder・  
marchem1787 からとったものである。主人公ほ若者，動物たち，王女との  
結婚成就。  
第三節のまとめ   
ここでも，これまでと同じ観点からまとめると次の如くである。   








ったの車L 自然なことであろう。  
第四節 フィリップ・オットー・／レンゲPhilippOttoRunge   
（1777年7月23日～1810年12月2日）ボンメルソPommern地方のヴォルガ  




編者のひとりであるプレソクーノの指導によることであった。   
ルンゲが提供した話は，次の二話である。  
1812：19番「漁師とその妻」“VandenFischerunsiineFru”   
この話は，アヒム・フォン・アルニムの手を通してグリム兄弟に提供され，  
ゲィルヘルムが書き写した。  
1812；47番「ねずの木の話」“VandenMachandel－Boom”   
グリムの語り手たちとそのレノし一トリー   
この詰も，19番同様，1810年のブレンダーノあての小包みには入れられなか  
った。なぜなら，この二話ほ，そもそもプレソクーノのすいせんでグリム兄弟  























イマーからゲィルヘルム・グリムあての手紙））。   






ついては，その間題を認めることができなかったか，認めようとしなかったの   




































第一節 刊行物からとられた話  
1810：1番「王様と仕立屋と巨人と一角獣の話」“von einem K6nig，Sch．  

























ウルJeanPaulの長篇小説『見えないさじき』DieunsichtbareLoge1793の   
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「第17番目の領域」からの抜き書きである。1812年版では83番の位置を与えら  
れ，アヒム・フォン・アルニムAchirrlVOn Amimの短篇小説『三人のやさ  
しい姉妹と幸運な染師』DiedTeiliebreichenSchwesternunddeTglBckliche  
Farber（1812）の中のモティーフが使われている。1819年版からは，『星の金  


















に位置づけられた。アルバー トルートヴィヒ・グリムほ，自分の「三人の王  
子」について，「類似の昔話への思い出によって」と書いている。それほ，「騎  
士プリソネりの民衆本のことをさしているものと思われる。ゲーオルク・メ  
ソサーシュミット Georg Messerschmidt「高貴なる騎士プリソネトの話」  
VomEdlenRitterBrissoneto（1559）。1819年（第2）版以来，62番となる。  
主人公はおろかな若者，見たち，王女と結婚成就。  




ト・ジーベルト Ferdinand Sietcrtが語った話が，「真の庭と冬の庭」Von   
グリムの語り手たちとそのレパ【トリr  
demSommer－und Wintergartenという題名で採用されている。主人公ほ末  
娘，相手ほ龍，じつは呪いをかけられた若者。結嬉の成就。  
1810：22番「金のかも」“DiegoldneEnte”   
筆跡はヤーコプ。この話ほヤーコプが，『ポへミ7の古代の伝説』Sagen  
der B6hmischen Vorzeit（1808）から抜き書きしたもの。1815年第2巻の初  

























ても，たたいてもとれないので，騎士はこの世の誰よりも困りはてた。   
これは妖怪話である。枯骨報恩評の道の進展をもつ話である。グリムが集め  
ようと考えていたメルヒェンとは，大いに趣きを異にすると感じられたであろ   







Xinder として採用されたが，1819年（第2）版に際しては，157番に移され  
た。題名ほ不変で，1857年版まで保持された。   









inLangbeinsFelera玩nden．Frankf．1794．Thl．p．1～68．とある。   
















































のである。1810年には，他の話と共にプレンクーノに送られたが，1別．2年版に   















1810：38番「ナイチンゲールとアyナシトカゲの話」“Von der Nachtigall  















Tom2，204．205．）   
主人公は動物，相手も動物。目の由来話。   
グリムの語り手たちとそのレパートリ椚   
























がわかる。12話中6話。50％である。   











第二節，出典・語り手不明の話   
ハインツ・レレケの最近の研究をもってしても，1810年版のうち次の19話は   
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出典ないし語り手不明である。   
6番「おおかみ」“DerWolf”筆跡ヤーコプ   
9番「血入りソーセージ」“Blutwurst”筆跡ヤーコプ  





17番「三人の王子」“DiedreiK6nigss6hne”筆跡ヴィルヘルム   
25番「王女と魔法にかけられた王子。蛙の王様」“Die K6nigstochter und  
derverzaubertePrinz．Froschk6nig”筆跡ヴィルヘルム   
27番「金のがちょう」“GoldneGans”筆跡ヤpコプ   
29番「へソデ氏」“HerrHande”筆跡ヤーコフ   
32番「金のおじか」“GoldnerHirsch”筆跡ヤーコプ   
35番「ねずみ皮の王女」“PrinzessinM温useha11t”筆跡ヴィルヘルム   
39番「よい膏薬」“DasgutePflaster”筆跡ヤーコプ   
40番「三羽のからす」“DiedreiRaben”筆跡ヤーコプ   
42番「ルソペルシュトケンツヒェン」“Rumpelstunzchen”筆跡ゲィルヘル  
ム   
43番「白雪姫」“SclmeeweiJ3chen”筆跡ヤーコプ  
注  
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